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超高齢社会を迎え、高齢者の肺炎を引き起こす上気道感染症予防の重要
性が指摘されています。唾液中には口腔内に侵入してきた細菌やウイルスなどを
最前線で認識し、感染を防御している抗体たんぱく質 Immunoglobulin A 
(IgA)が含まれています。私たちは唾液中のIgAレベルを上げる食品を探索し、
高齢者の上気道感染症や肺炎を予防する新しい食事メニューの開発を目指し
ています。

・ 唾液中IgAレベルを上昇させる食品
・ 唾液中IgAレベル測定キット
・ 唾液中IgAレベルを上昇させる食事メニュー
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私たちは、唾液中IgAレベルを上昇させる食品を探索し、腸管と唾液腺でIgA産生が上昇するメカニズム
解明のための研究を進めています。今までの研究から、食物繊維摂取により大腸で発酵が起こり、腸内細
菌が産生した短鎖脂肪酸を介して唾液中IgAレベルが上昇する可能性を世界で初めて明らかにしました。

また特定のヨーグルトを摂取することにより、
インフルエンザウイルスに交叉する唾液中
IgAレベルが上昇することも明らかにしました。

現在、取り組んでいる主な研究テーマは
次の通りです。
・ 食物繊維摂取による血中短鎖脂肪酸
と唾液中IgAレベルの関係解明
・ 交感神経活性化と唾液中IgAレベルの
関係解明
・ 米摂取による唾液中IgAレベルの変化
の解明
・ 唾液中IgAレベルと口腔内常在菌の
関係の解明

私たちが提唱した、唾液中IgAレベルは、食事内容
の影響を受け、大腸内で産生される短鎖脂肪酸レベ
ルと深い相関があるとする「腸-唾液腺相関」メカニズム
は、食品分野の研究者からも大変注目されています。


